青山プレップスクール　授業レポート

○○　さま

２００８年○月○日

１８：３０～２０：１０

担当：△△

チケット：８⇒６枚

1． 授業内容

教科：数学

長期休暇の今の間に、中１の内容に関して、要点チェックを行います。

（これまでの取りこぼしを洗い出し、対策したいので）

今日は、以下について。

· 文字式（文章題）

· 方程式（文章題）

方程式と関数は、中高数学の最重要単元であり、また多くの生徒さんにとって、最大の難関です。○○さんも、「少し苦手意識がある」とのことでしたので、十分に時間をかけて復習しました。

【計算に関して】

以前の家庭教師の方に指導されたとのことで、「自信がない」との

ことですが、スピード、暗算力などは十分あります。

逆に、急ぎすぎて暗算に頼りすぎをむしろ危惧しています。

演習の量を増やすことと、１つ１つの計算はそれほど早くなくても、

「要領よく」計算することにもっと意識が向くと良いと思います。

（要領よく計算することは、正確さとスピードを両立させます）

【文章題に関して】

そもそも、何をして良いかも、よくわかっていなく、中学受験のクセ

なのか、記憶を頼りに適当にそれらしく、足したり掛けたり割ったり

している面があります。

特に、速度／濃度などの割合の問題で、「何で割ってるの？」と聞く

と、「確か前に割ったような気がする。。。」

　　　　

浅いレベルの理解では、狭い範囲しか応用が利きません。

記憶に頼るのはその最たる例かもしれません。

もっと深く（本質的に）理解することで、ぐんと応用範囲が広がり、

結果覚えることが減る。まずそういった意識付けをして行きたいと

思います。

また、この機会に２学期の内容もざっと眺めておきます。

単元同士のつながりが見え、全体が俯瞰できるようになると、

今この勉強をしている意味も、少し見えてくると思います。

2． 生徒さんのご様子

前回の英語の指導で出した課題をしっかり勉強してきてくれていました。

そして、結構難しいスペルの単語の書き取りも、ほとんどできていました。

担当の○○とも馴染んできて、非常に前向きに取り組んでいらっしゃいます。できないと、悔しさを表現されますし、自分がまだ考え中のときに○○が解説に入ろうとすると、待って欲しいとおっしゃったり。。。

楽しそうな様子が伺えます。

3． 今後の授業方針

算数的なやり方から、数学的なやり方に、出来るだけスムーズにシフト

できるよう、しばらく注意してまいります。

徐々に自分で考え行動する範囲を広げてまいります。

（補助なし自転車の練習のように）

4． 次回の予定

２４日（月）１８：００～

数学：比例・反比例（文章題）

以上ですが、ご不明点などございましたら、お気軽にお問い合わせください。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
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